
※指定欄の◉は国宝、◎は重要文化財を示す。

第１章　聖宝、醍醐寺を開く
№ 指定 作品名称 作者等 時代 年代世紀

1/29

〜

2/3

2/5

〜

2/11

2/13

〜

2/17

2/19

〜

2/24

2/26

〜

3/3

3/5

〜

3/10

3/12

〜

3/17

3/19

〜

3/24

1 空
くう

海
かい

像
ぞう

室町時代 16世紀

2 ◉ 大
だい

日
にち

経
きょう

開
かい

題
だい

空
くう

海
かい

筆 平安時代 9世紀

3 ◉ 狸
り

毛
もう

筆
ひつ

奉
ほう

献
けん

表
ひょう

伝空
くう

海
かい

筆 平安時代 9世紀

4 ◎ 弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

二
に

十
じゅう

五
ご

箇
か

条
じょう

遺
ゆい

告
ごう

平安時代 12世紀

5 聖
しょう

宝
ぼう

坐
ざ

像
ぞう

吉
よし

野
の

右
う

京
きょう

種
たね

久
ひさ

作 江戸時代 延宝2年（1674）

6 ◎ 醍
だい

醐
ご

根
こん

本
ぽん

僧
そう

正
じょう

略
りゃく

伝
でん

平安時代 10世紀

7 ◉ 醍
だい

醐
ご

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

乗
じょう

淳
じゅん

筆 江戸時代 17世紀

8 清
せい

瀧
りゅう

本
ほん

地
じ

両
りょう

尊
そん

像
ぞう

室町時代 15世紀

9 ◎ 醍
だい

醐
ご

雑
ぞう

事
じ

記
き

慶
けい

延
えん

筆 平安時代 12世紀

10 ◉ 処
しょ

分
ぶん

状
じょう

聖
しょう

宝
ぼう

筆 平安時代 延喜7年（907）

11 ◎ 僧
そう

綱
ごう

牒
ちょう

平安時代 延喜8年（908）

12 ◎ 東
とう

南
なん

院
いん

院
いん

主
じゅ

房
ぼう

起
き

請
しょう

聖
しょう

宝
ぼう

筆 平安時代 延喜7年（907）

13 ◎ 東
とう

大
だい

寺
じ

要
よう

録
ろく

　巻１ 寛
かん

乗
じょう

筆 鎌倉時代 仁治2年（1241）

14 ◉ 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

および 両
りょう

脇
きょう

侍
じ

像
ぞう

平安時代 10世紀

15 ◎ 如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

坐
ざ

像
ぞう

平安時代 10世紀

第２章　真言密教を学び、修する
16 ◉ 五

ご

重
じゅう

塔
のとう

初
しょ

重
じゅう

壁
へき

画
が

両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

　
旧
きゅう

連
れん

子
じ

窓
まど

羽
は

目
め

板
いた

断
だん

片
ぺん 平安時代 天暦5年（951）  その１  その２ 

17 ◎ 両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代 13世紀

18 両
りょう

界
かい

種
しゅ

子
じ

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代 13世紀

19 ◎ 山
せん

水
ずい

屛
びょうぶ

風 鎌倉時代 14世紀

20 山
せん

水
ずい

屛
びょうぶ

風 室町時代 16世紀

出 品 目 録

主催‖総本山醍醐寺、九州国立博物館・
　　　福岡県、TVQ九州放送、西日本新聞社、
　　　日本経済新聞社、BSテレビ東京
共催‖（公財）九州国立博物館振興財団
協賛‖京都銀行、住友林業、
　　　損保ジャパン日本興亜、ダイキン工業、
　　　竹中工務店、NISSHA
助成‖（公財）福岡文化財団
特別協力‖太宰府天満宮
後援‖佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿

児島県、沖縄県、九州・沖縄各県教育委員
会、福岡市、福岡市教育委員会、北九州市、
北九州市教育委員会、太宰府市、太宰府市
教育委員会、福岡商工会議所、太宰府市商
工会、太宰府観光協会、西日本リビング新
聞 社、FM FUKUOKA、CROSS FM、LOVE 
FM、西日本鉄道、九州旅客鉃道、日本自動
車連盟福岡支部、NEXCO西日本九州支
社、福岡県タクシー協会、福岡市タクシー
協会、日本旅行業協会、西日本文化サーク
ル連合、西日本新聞TNC文化サークル

本展の展示品はすべて醍醐寺の所蔵です。
本展では会期中展示替えを行います。

国宝《薬師如来坐像》
平安時代　10世紀
画像提供：奈良国立博物館（撮影：佐々木香輔）



21 大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

（金
こん

剛
ごう

界
かい

） 平安時代 10世紀

22 ◎ 五
ご

大
だい

明
みょう

王
おう

像
ぞう

平安時代 10世紀

― 1　不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

― 2　降
ごう

三
ざん

世
ぜ

明
みょう

王
おう

― 3　軍
ぐん

荼
だ

利
り

明
みょう

王
おう

― 4　大
だい

威
い

徳
とく

明
みょう

王
おう

― 5　金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明
みょう

王
おう

23 ◎ 帝
たい

釈
しゃく

天
てん

騎
き

象
ぞう

像
ぞう

平安時代 10世紀

24 ◎ 閻
えん

魔
ま

天
てん

騎
き

牛
ぎゅう

像
ぞう

平安時代 12世紀

25 ◎ 吉
きち

祥
じょう

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

平安時代 12世紀

26 ◎ 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

坐
ざ

像
ぞう

快
かい

慶
けい

作 鎌倉時代 建仁3年（1203）

27 ◉ 虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

平安時代 9世紀

29 ◎ 金
こん

銅
どう

九
く

鈷
こ

杵
しょ

中国・宋時代 12世紀

30 ◎ 金
こん

銅
どう

五
ご

鈷
こ

鈴
れい

鎌倉時代 13世紀

31 大
だい

壇
だん

具
ぐ

大壇・礼盤・
脇机・磬架・
宝塔・組法具： 
江戸時代
四面器：
安土桃山～
江戸時代

大壇・礼盤・脇机：
17世紀
磬架：
慶長8年(1603)
宝塔：
慶長9年(1604)
組法具：
元禄10年(1697)
四面器：
16～17世紀

32 ◎ 金
こん

銅
どう

毛
け

彫
ぼり

如
にょ

意
い

平安時代 11世紀

33 ◎ 宝
ほう

相
そう

華
げ

螺
ら

鈿
でん

如
にょ

意
い

平安時代 12世紀

34 ◎ 金
こん

銅
どう

輪
りん

宝
ぽう

羯
かつ

磨
ま

文
もん

戒
かい

体
たい

箱
ばこ

鎌倉時代 13世紀

36 ◎ 線
せん

刻
こく

如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のう

等
とう

鏡
きょう

像
ぞう 中国・唐時代

または平安時代 9～10世紀

37 ◎ 線
せん

刻
こく

阿
あ

弥
み

陀
だ

五
ご

尊
そん

鏡
きょう

像
ぞう

平安時代 12世紀

38 ◉ 五
ご

大
だい

尊
そん

像
ぞう

鎌倉時代 12～13世紀

― 1　不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

― 2　降
ごう

三
ざん

世
ぜ

明
みょう

王
おう

― 3　軍
ぐん

荼
だ

利
り

明
みょう

王
おう

― 4　大
だい

威
い

徳
とく

明
みょう

王
おう

― 5　金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明
みょう

王
おう

39 ◎ 太
た い げ ん

元帥法
ほう

本
ほん

尊
ぞん

像
ぞう

鎌倉時代 14世紀

― 1　太
た い げ ん

元帥明
みょう

王
おう

像
ぞう

（三
さん

十
じゅう

六
ろっ

臂
ぴ

）

― 2　太
た い げ ん

元帥明
みょう

王
おう

像
ぞう

（八
はっ

臂
ぴ

）

― 3　太
た い げ ん

元帥明
みょう

王
おう

像
ぞう

（四
し

臂
ひ

）

― 4　毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

像
ぞう

― 5　伝
でん

釈
しゃ

迦
か

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

― 6　虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

40 ◎ 仁
にん

王
のう

経
きょう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代 13世紀

41 ◎ 弥
み

勒
ろく

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代 13世紀

42 ◎ 五
ご

秘
ひ

密
みつ

像
ぞう

鎌倉～南北朝時代 14世紀

43 ◎ 阿
あ

弥
み

陀
だ

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

№ 指定 作品名称 作者等 時代 年代世紀
1/29

〜

2/3

2/5

〜

2/11

2/13

〜

2/17

2/19

〜

2/24

2/26

〜

3/3

3/5

〜

3/10

3/12

〜

3/17

3/19

〜

3/24



44 ◉ 訶
か

梨
り

帝
てい

母
も

像
ぞう

平安時代 12世紀

45 ◉ 閻
えん

魔
ま

天
てん

像
ぞう

平安時代 12世紀

51 転
てん

法
ぽう

輪
りん

筒
とう

鎌倉時代 13世紀

54 ◎ 虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

55 ◎ 求
ぐ

聞
もん

持
じ

法
ほう

根
こん

本
ぽん

尊
そん

図
ず

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

56 孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

57 ◎ 孔
く

雀
じゃく

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

鎌倉時代 12～13世紀

58 ◎ 善
ぜん

女
にょ

龍
りゅう

王
おう

図
ず

像
ぞう

深
じん

賢
けん

筆 鎌倉時代 建仁元年（1201）

59 善
ぜん

女
にょ

龍
りゅう

王
おう

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

60 ◎ 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

　円
えん

心
じん

様
よう

鎌倉時代 建久6年（1195）

61 ◎ 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

　 良
りょう

秀
しゅう

様
よう

鎌倉時代 建久6年（1195）

63 ◎ 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

信
しん

海
かい

筆 鎌倉時代 弘安5年（1282）

64 ◎ 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

図
ず

像
ぞう

　鳥
と

羽
ば

僧
そう

正
じょう

様
よう

鎌倉時代 13世紀

66 ◎ 毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

図
ず

像
ぞう

信
しん

海
かい

筆 鎌倉時代 弘安元年（1278）

67 ◎ 金
こん

剛
ごう

童
どう

子
じ

図
ず

像
ぞう

信
しん

海
かい

筆 鎌倉時代 弘安3年（1280）

68 ◎ 諸
しょ

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀 金剛手菩薩
普賢菩薩

虚空蔵菩薩
地蔵菩薩

69 ◎ 十
じっ

巻
かん

抄
しょう

　巻４および巻８ 鎌倉時代 建久4年（1193）  巻４  巻８ 

70 ◉ 文
もん

殊
じゅ

渡
と

海
かい

図
ず

鎌倉時代 13世紀

71 ◎ 地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

鎌倉時代 13世紀

72 役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

および八
はち

大
だい

童
どう

子
じ

像
ぞう

南北朝～室町時代 14世紀

73 ◉ 宋
そう

版
はん

一
いっ

切
さい

経
きょう

 および 経
きょう

函
ばこ

中国・南宋時代 12世紀

大般若波羅
蜜多経巻1

摩登伽経
巻上

 経函 

第３章　法脈を伝える─権力との結びつき─
74 ◉ 絵

え

因
いん

果
が

経
きょう

奈良時代 8世紀 会期中展示替え

75 ◉ 三
さん

国
ごく

祖
そ

師
し

影
えい

鎌倉時代 14世紀

76 ◉ 理
り

性
しょう

院
いん

祖
そ

師
し

像
ぞう

南北朝時代 14世紀

77 観
かん

賢
げん

像
ぞう

室町時代 15世紀

78 仁
にん

海
がい

像
ぞう

室町時代 15世紀

79 勝
しょう

覚
かく

像
ぞう

室町時代 15世紀

80 深
じん

賢
けん

像
ぞう

室町時代 16世紀

81 ◉ 醍
だい

醐
ご

寺
じ

座
ざ

主
す

次
し

第
だい

室町時代 15世紀

82 ◉ 修
しゅ

学
がく

土
ど

代
だい

南北朝時代 14世紀

83 ◉ 厚
あつ

双
ぞう

紙
し

南北朝時代 暦応2年（1339）

84 ◉ 玄
げん

秘
ぴ

抄
しょう

 　巻３および巻４ 実
じつ

運
うん

筆 平安時代 12世紀  巻3  巻４ 

№ 指定 作品名称 作者等 時代 年代世紀
1/29

〜

2/3

2/5

〜

2/11

2/13

〜

2/17

2/19

〜

2/24

2/26

〜

3/3

3/5

〜

3/10

3/12

〜

3/17

3/19

〜

3/24



85 ◉ 秘
ひ

鈔
しょう

 　巻１および巻２ 成
せい

賢
げん

筆 鎌倉時代 13世紀  巻1  巻2 

86 ◉ 秘
ひ

鈔
しょう

問
もん

答
どう

　巻１３および巻１４ 頼
らい

瑜
ゆ

筆 鎌倉時代 永仁5年（1297）  巻13  巻1４ 

87 ◉ 薄
うす

草
ぞう

子
し

口
く

決
けつ

　巻１および巻２０ 頼
らい

瑜
ゆ

筆 鎌倉時代 正安元年（1299）  巻1  巻20 

88 ◉ 後
ご

冷
れい

泉
ぜい

天
てん

皇
のう

綸
りん

旨
じ

平安時代 天喜2年（1054）

89 ◉ 崇
す

徳
とく

天
てん

皇
のう

綸
りん

旨
じ

平安時代 天承元年（1131）

90 ◉ 当
とう

流
りゅう

紹
しょう

隆
りゅう

教
きょう

誡
かい

後
ご

宇
う

多
だ

天
てん

皇
のう

筆 鎌倉時代 徳治3年（1308）

91 ◉ 天
てん

長
ちょう

印
いん

信
じん

後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

筆 南北朝時代 延元4年（1339）

92 ◎ 賢
けん

俊
しゅん

日
にっ

記
き

　 貞
じょう

和
わ

２年・文
ぶん

和
な

４年 南北朝時代 貞和2年（1346）　
文和4年(1355)  貞和2年  文和4年 

93 ◉ 賢
けん

俊
しゅん

書
しょ

状
じょう

南北朝時代 観応2年（1351）

94 ◉ 足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

自
じ

筆
ひつ

書
しょ

状
じょう

南北朝時代 観応2年（1351）

95 ◎ 理
り

趣
しゅ

経
きょう

足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

筆 南北朝時代 延文2年（1357）

96 満
まん

済
さい

像
ぞう

土
と

佐
さ

行
ゆき

広
ひろ

筆 室町時代 永享6年（1434）

97 ◎ 満
まん

済
さい

准
じゅ

后
ごう

日
にっ

記
き

　第５冊・第２７冊 室町時代

第5冊: 
応永32年（1425）　
第27冊: 
永享4年（1432)

 第5冊  第27冊 

98 ◉ 足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

御
み

教
ぎょう

書
しょ

室町時代 応永6年（1399）

100 ◎ 紺
こん

紙
し

金
きん

字
じ

般
はん

若
にゃ

心
しん

経
ぎょう

後
ご

奈
な

良
ら

天
てん

皇
のう

筆 室町時代 天文9年（1540）

101 ◉ 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

黒
こく

印
いん

状
じょう

安土桃山時代 16世紀

第４章　義演、醍醐寺を再びおこす
102 豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

像
ぞう

江戸時代 18世紀

103 義
ぎ

演
えん

像
ぞう

江戸時代 17世紀

104 ◎ 義
ぎ

演
えん

准
じゅ

后
ごう

日
にっ

記
き

　慶
けい

長
ちょう

 3年上・慶長7年上 安土桃山時代 慶長3年（1598) 　
慶長7年（1602）  慶長3年上  慶長7年上 

105 醍
だい

醐
ご

寺
じ

文
もん

書
じょ

聖
しょう

教
ぎょう

函
ばこ

　第１２６函 江戸時代 寛永元年（1624）

106 ◎ 醍
だい

醐
ご

寺
じ

新
しん

要
よう

録
ろく

　巻５ 義
ぎ

演
えん

筆 江戸時代 17世紀

107 ◎ 醍
だい

醐
ご

花
はな

見
み

短
たん

冊
ざく

安土桃山時代 慶長3年(1598）

108 金
きん

天
てん

目
もく

および金
きん

天
てん

目
もく

台
だい

安土桃山時代 16世紀

109 桐
きり

紋
もん

蒔
まき

絵
え

炭
すみ

斗
とり 安土桃山～

江戸時代 17世紀

113 聖
しょう

宝
ぼう

坐
ざ

像
ぞう

江戸時代 安永8年（1779）

114 ◉ 豊
ほう

光
こう

寺
じ

遣
けん

覚
おぼえ

案
あん

（義
ぎ

演
えん

跡
あと

書
がき

） 江戸時代 慶長8年（1603）

115 ◉ 三
さん

宝
ぼう

院
いん

門
もん

跡
ぜき

触
ふれ

書
がき

案
あん

江戸時代 慶長18年（1613）

119 ◎ 扇
せん

面
めん

散
ちらし

図
ず

屛
びょうぶ

風 俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

筆 江戸時代 17世紀

120 ◎ 芦
あし

鴨
かも

図
ず

衝
つい

立
たて

俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

筆 江戸時代 17世紀

121 ◎ 調
ちょうば

馬図
ず

屛
びょうぶ

風 安土桃山時代 16～17世紀

122 松
まつ

檜
ひのき

群
ぐん

鴉
あ

図
ず

屛
びょうぶ

風 江戸時代 17世紀

№ 指定 作品名称 作者等 時代 年代世紀
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〜
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〜

2/24

2/26

〜

3/3

3/5

〜
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〜

3/17
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〜
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